
　

　

回
想
法
は
脳
の
活
性
化
を
図
る

認
知
症
予
防
の
療
法
の
一
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

回
想
法
ス
ク
ー
ル
で
、
生
き
生

き
し
て
い
た
こ
ろ
の
自
分
を
思
い

出
し
、
グ
ル
ー
プ
で
懐
か
し
い
思

い
出
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

１０
月
３１
日
―
１２
月
１９
日

毎
週
水
曜
日
午
前
１０
時
―
１１
時
半

（
全
８
回
）

□
と
こ
ろ　

明
智
回
想
法
セ
ン
タ

ー□
対
象　

市
内
在
住
で
６５
歳
以
上

の
方

□
定
員　

１２
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

無
料

□
調
査　

ス
ク
ー
ル
参
加
者
に

は
、
事
前
と
事
後
の
調
査
を
そ
れ

ぞ
れ
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

細
は
後
日
、
連
絡
し
ま
す

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り　

８
月
２２
日
㈬　
　

　
　
　
　

明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー

志
５
４
―
４
０
５
６
（
月
曜
休
館

日
）

□
と
き　

８
月
１９
日
㈰
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

□
内
容　

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
＝
「
教
え
る
と
は
、
つ
な

ぐ
教
育
と
は
、
学
び
続
け
る
と
は

…
」
を
テ
ー
マ
に
後
藤
佐
恵
子
氏

（
明
智
小
教
諭
）、
小
木
曽
靖や

す

濃こ

氏

（
大
井
小
教
頭
）、横
山
幸
司
氏（
市

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

所
長
）
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

▽
講
演
会
＝
テ
レ
ビ
番
組
「
世
界

一
受
け
た
い
授
業
」
で
お
な
じ
み

の
藤
田
紘
一
郎
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
子
ど
も
を
強
く
す
る
生
活

習
慣
」
を
テ
ー
マ
に
、
免
疫
力
を

鍛
え
る
食
事
の
仕
方
や
体
の
丈
夫

な
子
ど
も
の
育
て
方
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。

□
料
金　

無
料

□
そ
の
他　

長
島
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

　
　
　
　

学
校
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
５
２
）

　「輝け、はばたけ、だれもが主役」をテーマに、

市民総参加で弓道競技会を成功させるため、み

んなの心を一つにする国体弓道競技会総決起大

会を開催します。

　ぎふ清流国体の最初の競技として「恵那から

始まった」国体スピードスケート競技会。歴史

的な大盛況の中で、大成功のうちに無事終了し

てから半年がたちました。

　市内で開催する二つ目の競技として、国体弓

道競技会を１０月に開催します。同競技会は、

１０月６日㈯から９日㈫までの４日間。会場は、

まきがね公園特設弓道場です。

　岐阜市で行われる総合閉会式は、市内で行わ

れる同競技会の最終結果を待って、その日の午

後に行われます。

　「恵那市で幕を開けた２０１２ぎふ清流国体を、

恵那市の弓道競技会の大成功をもって締めくく

ろう」と準備を進めています。

　皆さん、ぜひお越しください。

　　国体推進本部（内線６１６）

□
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

１
６
０
０
円
（
昼
食
、

材
料
費
を
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む

　
　
　
　

定
年
塾
え
な
（
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
内
）（
内
線
６
３
８
）、

思
２
５
―
８
２
０
８

　

平
成
２１
年
１２
月
に
改
正
農
地
法

が
施
行
さ
れ
「
農
地
の
利
用
の
状

況
に
つ
い
て
の
調
査
」
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
も
農
業
委
員

会
が
中
心
と
な
り
９
月
か
ら
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
土
地
へ
の
立
ち

入
り
な
ど
、
地
権
者
や
農
家
の

方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線

５
７
４
）

　

恵
那
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調

症
の
方
を
支
え
る
家
族
を
対
象
に

統
合
失
調
症
家
族
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
疾
患
と
障
が
い

市生涯学習まちづくりセンターを新設

　市は、生涯学習都市「三学のまち恵那」を推進する体制

を強化するため、７月１日から、恵那文化センターに市生

涯学習まちづくりセンターを設置しました。

　主な業務内容は、三学のまち推進計画の推進や市民三学

運動の助言、相談、情報提供、出前講座の受け付けなどです。

　皆さん、気軽にお越しください。

□所在　恵那文化センター 1 階（長島町中野４１４番地１）

□電話　２０-０２１７

□ファクス　２０-０２１８

特
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
家

族
の
対
応
方
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、患
者
の
治
療
中
断
の
予
防
や
、

安
定
し
た
在
宅
療
養
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
。

□
と
き　

８
月
２８
日
㈫
午
後
２
時

―
４
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎
南
棟

会
議
室

□
内
容　

①
富
田
貴
士
氏
（
大
湫

病
院
精
神
保
健
福
祉
士
）
に
よ
る

「
家
族
の
対
応
と
地
域
で
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
」
と
題
し
た
講
演

②
交
流
会

□
対
象　

恵
那
市
か
中
津
川
市
在

住
の
統
合
失
調
症
患
者
を
支
え
る

家
族
な
ど

□
定
員　

１５
人
程
度

□
料
金　

無
料　

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り　

８
月
２４
日
㈮

　
　
　
　

恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

　

東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た

め
の
診
断
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
８
月
１３
日
㈪

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き  

８
月
２０
日
㈪
午
前
９
時

半
―
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

□
対
象　

１８
歳
未
満
の
知
的
障
が

い
者
の
方

□
定
員　

４
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

印
鑑
、療
育
手
帳（
更

新
の
方
）

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
４
）

　

今
回
は
心
安
ら
ぐ
環
境
の
中
で

陶
芸
を
体
験
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月
２１
日
㈫
午
前
１０
時

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
内
容　

小
皿
や
湯
飲
み
、
ご
飯

茶
わ
ん
を
作
り
ま
す
。

●弓道強化指定選手の紹介と決意表明　

●小笠原流流
や ぶ さ め

鏑馬演武

※小笠原清基氏（弓馬術礼法小笠原流３１世宗家嫡男）によ

る勇壮な小笠原流流鏑馬の迫力ある姿をステージで再現

●加藤規子さん、市川太一さんによる映像と歌のステージ

など

□とき　８月１２日掌
□時間　午後１時半～３時
□会場　恵那文化センター大ホール
□料金　無料

≪主な内容≫

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲走る馬上から的に矢を放
つ勇壮な流鏑馬の姿を、当
日は木馬を使って表現

▲

同
セ
ン
タ
ー
は
３
人
体
制

案
内

募
集

問

申
・
問

問

ぎふ清流国体弓道競技会市総決起大会

≪総決起大会≫

▲

昨
年
の
総
決
起
大
会

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

7 62012.8.1 広報えな

「
三
学
の
ま
ち
」
生
涯
学
習

フ
ォ
ー
ラ
ム

第
８
回
定
年
塾
を
開
催

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談
を
実
施

回
想
法
ス
ク
ー
ル
の
参
加

者

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
協
力

く
だ
さ
い

統
合
失
調
症
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す



　

９
月
１４
日
㈮
か
ら
１６
日
㈰
ま

で
、
バ
ロ
ー
恵
那
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
２
階
催
事
場
で
開
催
す

る
発
明
く
ふ
う
展
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
思

い
付
い
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

や
発
明
を
こ
の
機
会
に
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

□
部
門　

一
般
の
部
、
児
童
・
生

徒
の
部
、
児
童
・
生
徒
の
絵
画
の

部
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
部

□
申
し
込
み
方
法　

一
般
の
部

は
、
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
む
。
児
童
・
学
生
は
、

学
校
を
通
じ
て
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

９
月
５
日
㈬

　
　
　
　

商
工
観
光
課
（
内
線
５

２
３
）

　

障
が
い
者
の
作
品
や
福
祉
用
品

な
ど
の
展
示
品
、
即
売
す
る
製
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ア

は
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
と
認
識

を
深
め
、
障
が
い
者
の
自
立
意
欲

を
促
し
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１４
日
㈮
―
９
月
１６

日
㈰

□
と
こ
ろ　

マ
ー
サ
２１（
岐
阜
市
、

マ
ー
サ
ス
ク
エ
ア
）

□
対
象　

県
内
に
住
む
障
が
い

者
、
障
が
い
児
が
製
作
し
た
も
の

□
締
め
切
り　

８
月
３１
日
㈮

□
そ
の
他　

展
示
用
の
作
品
は
一

人
１
点
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
即

売
品
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
ま
せ

ん
。
作
品
の
大
き
さ
は
、
お
お
む

ね
高
さ
９０
㌢
×
幅
９０
㌢
以
内
と
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

社
会
福
祉
課（
１
３
４
）

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
平
成
２５

年
４
月
採
用
の
自
衛
官
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

【
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
】

□
種
別 

①
一
般
曹
候
補
生
②
自

衛
官
候
補
生
（
女
子
）
③
自
衛
官

候
補
生
（
男
子
）

□
対
象　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の

方□
受
付
期
間　

①
②
８
月
１
日
㈬

―
９
月
７
日
㈮
③
随
時

　

木
の
良
さ
を
広
く
理
解
し
、
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
９
月
２２

日
㈯
、
２３
日
㈰
に
開
催
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
展
す
る
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

□
対
象　

市
内
に
在
学
か
在
住
、

在
勤
の
方

□
部
門　

▽
木
工
作
品
部
門
（
小

学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般

の
部
＝
作
品
は
一
辺
が
１
８
０
㌢

以
内
の
木
工
品　

▽
木
材
利
用
ア

イ
デ
ア
部
門
＝
木
材
の
新
た
な
利

用
方
法
を
、
８
０
０
字
程
度
の
文

章
や
最
大
Ａ
３
判
ま
で
の
絵
で
表

現□
入
賞　

各
部
門
に
賞
を
用
意

□
締
め
切
り　

９
月
７
日
㈮

□
応
募
方
法　

①
作
品
名
②
住
所

③
氏
名
④
年
齢
（
学
年
）
⑤
電
話

特別展観
「木曽海道六拾九次之内」

　　　   ８/３０㈭～９/３０㈰

８月５日掌、９月２日掌は、市民の日（市民に限り観覧料が無料です。

当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください )

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

番
号
―
を
記
入
の
上
、
応
募
用
紙

か
電
子
メ
ー
ル
、
は
が
き
で
申
し

込
む

　
　
　
　

林
業
振
興
課
（
内
線
５

２
６
）、
死rin

g
y
ou

sh
in

k
ou

@
ci

ty
.en

a.lg
.jp

　

　

環
境
の
意
識
を
高
め
、
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
築
く
た
め
、「
か

ん
き
ょ
う
と
く
ら
し
の
絵
手
紙
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

□
テ
ー
マ　

自
然
や
故
郷
、家
族
、

友
達
な
ど
自
由
で
す
。

□
対
象　

恵
那
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人

□
部
門　

 

小
学
生
低
学
年
の
部
、

小
学
生
高
学
年
の
部
、
中
学
生
の

部
、
一
般
の
部
（
幼
児
含
む
）

□
規
定　

官
製
は
が
き
、
私
製
は

が
き
、
は
が
き
大
用
紙
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
い
ず

れ
か
で
一
人
１
点
の
提
出
と
な
り

ま
す
。（
応
募
し
た
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
）

□
申
し
込
み
方
法　

各
小
中
学
校

か
恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

９
月
１２
日
㈬

　
　
　
　

恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
志
２
５
―
４
８
１
４

　

岐
阜
県
警
察
で
は
、
平
成
２４
年

度
警
察
官
・
警
察
事
務
の
採
用
試

験
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来

を
、
青
少
年
の
揺
れ
る
心
を
、
大

人
た
ち
が
求
め
る
安
心
を
、
私
た

ち
と
一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か
。

□
職
種　

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女

性
）、
警
察
職
員

□
対
象　

▽
警
察
官
Ｂ
＝
昭
和
５６

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
大
学

を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
以
外

の
方　

▽
警
察
事
務
＝
平
成
３
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

□
受
付
期
間　

８
月
３
日
㈮
―
２１

日
㈫　

　
　
　
　

恵
那
警
察
署
志
２
６
―

０
１
１
０

　

恵
那
一
団
で
は
、
ス
カ
ウ
ト
隊

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
の
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

自
然
の
中
で
野
外
活
動
を
通
じ
、

「
仲
間
と
協
力
す
る
力
や
た
く
ま

し
さ
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

□
対
象　

小
学
１
年
―
４
年
生

　
　
　
　

西
山
さ
か
江
志
２
６
―

０
２
０
３
、
社
会
教
育
課
志
４
３

―
２
１
１
２
（
内
線
３
４
２
）

　

市
で
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
新
た
な
財
源
の
確

保
や
広
告
主
な
ど
の
営
業
活
動
の

支
援
な
ど
が
目
的
で
す
。

□
内
容　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
下
段

に
広
告
画
像
を
掲
載
し
、
広
告
主

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る

□
対
象　

法
人
と
個
人

□
件
数　

１２
枠

□
料
金　

▽
市
内
の
方
＝
５
０
０

０
円
／
月　

▽
市
外
の
方
＝
１
万

円
／
月

□
申
し
込
み
方
法　

所
定
用
紙
に

広
告
画
像
を
添
付
し
て
申
し
込
む

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w

w
.c

ity
.e

n
a.lg

.jp
/

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

□
掲
載
開
始
日　

１０
月
１
日
㈪

□
締
め
切
り　

８
月
３１
日
㈮㈮

　
　
　
　

企
画
課（
内
線
３
１
３
）

　中山道広重美術館が誇る渓
けい

斎
さい

英
えい

泉
せん

・歌川広重「木曽海道
六拾九次之内」を一堂に展観する、年に一度の機会です。
希少な作品、通称「雨の中津川」もご覧いただけます。

　

平
成
２４
年
度
の
障
が
い
者
相

談
員
は
、次
の
表
の
通
り
で
す
。

　

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
立

場
に
な
っ
て
、
障
害
者
手
帳
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
家

庭
や
地
域
、
就
学
、
就
職
な
ど

障
が
い
者
の
身
近
な
問
題
に
障

が
い
者
相
談
員
の
方
々
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３

６
）

□
試
験
日　

①
９
月
１７
日
㈪
②
９

月
２３
日
㈰
―
２６
日
㈬
の
う
ち
指
定

す
る
１
日
③
９
月
１６
日
㈰
以
降

【
陸
・
空
自
衛
隊
】

□
種
別　

航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
養
成
コ
ー
ス
）

□
対
象 

２１
歳
未
満
で
高
卒
以
上

の
方

□
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈬
―
９

月
７
日
㈮

□
試
験
日　

９
月
２２
日
㈯

【
共
通
】

※
年
齢
は
、
平
成
２５
年
４
月
１
日

現
在
が
基
準
で
す

　
　
　
　

防
衛
省
自
衛
隊
恵
那
地

域
事
務
所
志
２
６
―
４
３
１
０

　

県
発
明
協
会
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
発
明
に
興
味
の
あ

る
方
、発
明
を
し
て
み
た
い
方
は
、

気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

商
工
観
光
課（
内
線
５
２
３
）

【
訂
正
】

　

本
紙
７
月
１５
日
号
２０
㌻
「
み
の

じ
の
み
の
り
祭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
募
集
」
の
電
話
番
号
を

２
２
―
９
２
１
１
に
訂
正
し
ま
す
。

　
　

Ｅ
Ｎ
Ａ
み
の
じ
の
み
の
り
祭

実
行
委
員
会

□障がい者相談員の一覧表□

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

申
・
問募

集
募
集

申
・
問

申
・
問

問

問申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

障
が
い
で
お
悩
み
の
方
は
相
談
く
だ
さ
い

歌川広重
（田中コレクション）

≪木曽海道六拾九次之内≫
「中津川」

9 82012.8.1 広報えな

陸
・
海
・
空
の
自
衛
官

恵
那
発
明
く
ふ
う
展
へ
の

作
品

え
な
の
木
、
も
り
の
木
、

き
に
な
る
木
コ
ン
テ
ス
ト

第
十
四
回
か
ん
き
ょ
う
と

く
ら
し
の
絵
手
紙

県
警
察
官
と
警
察
事
務

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
恵
那
一

団
の
隊
員

発
明
協
会
の
会
員

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
福
祉

フ
ェ
ア
の
出
品
作
品

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
広

告
主

区分 地　域 氏　名 電　話 ファクス

身体障がい

大井町 伴野 芳幸 ２６-４０９４ -

長島町 高柳 淑子 ２５-２７２２ ２５-２７２２

東野 三宅 一嘉 ２６-２７６２ ２６-２７６２

三郷町 市川 厚子 ２８-１１０８ -

武並町 水谷 延子 ３２-１２０４ -

笠置町 田中 清歳 ２５-２４３７ ２５-２４３７

中野方町 鷲見 辰星 ２３-２２８６ ２３-２２８６

飯地町 田口 敏雄 ２２-３３２６ ２２-３３２６

岩村町 伊藤 憲昭 ４３-２５１２ ４３-４０８４

山岡町 原田 眞弓 ５６-２２５１ ５６-２２５１

明智町 新井 喜久二 ５４-３８２６ -

串原 後藤 省三 ５２-２１３２ -

上矢作町 浅野 利行 ４７-２４６０ ４７-２４６０

視覚障がい 全地域 酒井 紀夫 ２６-５４６０ -

聴覚障がい 全地域 阿部 房代 ５４-２６１２ ５４-２６１２

知的障がい
全地域 山邉 智子 ２６-１８４５ ２６-１８４５

全地域 西尾　功 ４３-３４８３ -

発達障がい 全地域 太田 妙子 ２５-６６２３ ２５-６６２３

精神障がい 全地域 松村 美喜代 ５６-２６１５ -


